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住宅用太陽光発電の保守点検
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FIT・FIPにおける事業計画策定ガイドライン(太陽光発電) 2022年4月改訂版より

１．ガイドライン制定の趣旨・位置付け
認定制度では、事業計画が、
①再生可能エネルギー電気の利用の促進に資するものであり、
②円滑かつ確実に事業が実施されると見込まれ、
③安定的かつ効率的な発電が可能であると見込まれる場合に、
経済産業大臣が認定を行う。

再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法9条4項より

経済産業大臣は、第一項の規定による申請があった場合において、その申請に係る再生可能エネルギー発
電事業計画が次の各号のいずれにも適合するものであると認めるときは、その認定をするものとする。

一 再生可能エネルギー発電事業の内容が、電気についてエネルギー源としての再生可能エネルギー電気
の利用促進に資するものとして経済産業省令で定める基準に適合するものであること。

二 再生可能エネルギー発電事業が円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること。

三 再生可能エネルギー発電設備が、安定的かつ効率的に再生可能エネルギー電気を発電することが可
能であると見込まれるものとして経済産業省令で定める基準に適合すること。

（以下省略）

保守点検に係わる
部分
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FIT・FIPにおける事業計画策定ガイドライン(太陽光発電) 2022年4月改訂版より

第2章適切な事業実施のために必要な措置
第3節 運用管理 （抜粋）

再エネ特措法の目的は、エネルギーの安定的かつ適切な供給及び環境への負荷の低減を
実現する観点から、再生可能エネルギー電気の利用を促進することであり、再生可能エネル
ギー発電事業者は、再生可能エネルギー電気を適切な方法で発電し、長期安定的に供給する
ことが求められる。このため、発電を継続して行うことが可能となるよう、再生可能エネル
ギー発電事業者が発電設備を適切に保守点検及び維持管理することが重要である。

再生可能エネルギー発電事業を安定的に行うためには、発電設備の性能低下や運転停止
といった設備の不具合、発電設備の破損等に起因する第三者への被害を未然に防ぐため、発
電設備の定期的な巡視や点検の実施が重要である。また、運転開始後に適切な対応を確実に
実施するためにも、事業の計画段階において、保守点検及び維持管理に係る適切な実施計画
の策定及び実施体制の構築が必要である。

保守点検及び維持管理計画の策定、体制の構築に当たっては、民間団体が定める
ガイドライン等（付録参照）を参考にし、当該ガイドライン等で示す内容と同等又はそ
れ以上の内容により、
・事業実施体制を構築するように努めること。
・着実に保守点検及び維持管理を実施するように努めること。
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1.自家用電気工作物（一般に出力50kW以上の太陽電池発電設備）
（1）経済産業省令で定める技術基準に適合するように電気工作物

を維持する義務。
（2）電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安を確保するた

め、保安規程を定めて届け出る義務。
（3）電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安の監督をさせ

るために、電気主任技術者を選任して届け出る義務。
（その太陽電池発電設備が高圧以下で連系する出力2,000kW未満の場合

は、経済産業大臣又は産業保安監督部長の承認を得て電気主任技術者の業
務を外部に委託することもできる。）

2.一般用電気工作物（一般に出力50kW未満の太陽電池発電設備）
届出等の手続きは不要だが、経済産業省令で定める技術基準に

適合させる義務がある。

※１．２共通で不適切事案等への対応措置として、事故報告や（独）製品評価技術
評価機構（NITE）による立ち入り検査の実施

～保安に関する法令上の義務～点検の基本原則１

注：保守点検に関係する分のみ抜粋
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一般用電気工作物における保守点検に関する留意事項

システム所有者の留意事項
・日常運転中に，警報又は停止が発生した場合は、製造業者の指示又は表示に従う。

・日常点検にて、高所設置等容易に点検できない太陽電池アレイなどは，安全で目視可
能な場所（地上など）からの目視点検とし，必要な場合は，専門技術者に依頼して実
施する。

・太陽光発電用機器の内部は高電圧となっている部分があるため，外部からの目視，異
音，異臭，振動などの点検に留める。

・日常点検の結果，異常があると思われる場合は，専門技術者に相談し，詳細な点検を

行う。

製造業者の留意事項
・台風，地震，火災，落雷，雨漏りなどの発生時に、システム所有者に求める注意，指

示又は表示を行なう。
・点検の必要項目，判定基準，測定方法，その他注意事項を、システム所有者へ指示又

は表示を行なう。

施工業者，専門技術者*1の留意事項
・太陽電池モジュールの直並列の枚数，PCSとの適合性，太陽電池アレイの方位，太陽

電池アレイの傾斜角，架台の強度，太陽電池モジュールの配線，塩害地域，多雪地域

への設置など，太陽光発電システム及び機器の仕様に関わる内容は，設置前に問題が
ないことを確認する。

～保守点検に関する留意事項～点検の基本原則２

*1：訓練，資格，経験又はこれらの組合せを通して，要求された作業を正しく行うことができるための知識と技能をもつ者。
点検作業を実施するに当たり資格などが必要な場合がある。
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保守点検として実施する作業には以下がある。

保守点検の進め方 ～保守点検作業～

内容作業

設備及び構成機器が安全な使用に足る状態であるかど
うかを，合理的に実行可能な範囲で判断するために，
定められた周期で実施する点検

必須点検

定期的な発電性能に係わる保守発電性能に係わる保守

点検，監視，検査又は試験で発見された不具合，又は
問題の原因特定及び修繕・改良

修繕・改良・復旧対応

契約又は各機器の保証によって要求される点検定期的保守活動点検

特定された不具合に対応して実施される具体的な修
繕・改良手順

不具合対応手順

一般化された手段と個々の機器の製造業者特有の手
順を含む復旧作業手順

トラブルシューティング

・定期点検の一部代替又は問題発見の手段などとして，遠隔監視又は計測によ
り診断を行うことも可能とする。

・本技術資料に記載される以外の手法により、求められる保守要件が満たさ
れる場合には，それを妨げない。
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JEMA/JPEA
太陽光発電システム保守点検
ガイドラインを制定

住宅用、産業用共通の保守点検
ガイドラインとして、

http://www.jpea.gr.jp/pdf/t191227.pdf
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ガイドラインの構成

本ガイドラインは、以下のように、本文（1.～13.）、附属書（Ａ～Ｅ）、
解説（1.～6）にて構成される。

１.  適用範囲と目的

2.  引用規格

3.  用語及び定義

4.  システム文書要件*1

5.  検証（点検） *2

6.  試験手順–カテゴリ1 *2

7.  試験手順–カテゴリ2 *2

8.  試験手順–追加試験*2

9.  点検報告書

10.保守・定期点検の進め方

11.点検作業

12.トラブルシューティングと修理

13.追加手順

附属書A (規定) 電気安全上の考慮点

附属書B (参考) 定期点検要領の例

附属書C (参考) 太陽光発電システム運用

附属書D (規定) 点検要件と方法

附属書E (参考) I-V曲線形状の解釈

【解説】

1. 制定の趣旨

2. IEC規格の制定の趣旨

3. 適用範囲の考え方

4. 国内法の順守

5. 参考情報 I

6. 参考情報 II

*1： IEC 62446-1の4章の内容を転載
*2： IEC 62446-1の5章から8章の内容を附属書Ｄに転載し参照

注：
本ガイドラインは規格の形式となっており，保守点検を実施する専門家を対象とした記載としている。研修，啓蒙など
に本ガイドラインを利用する場合には，必要に応じ，本文書を元に利便性の高い手順書などを作成されるとよい。
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附属書Bに，一般的な定期点検の頻度と点検要領の例を示す。

・設置形態別（屋根設置、地上設置）

・５0 kW未満の一般用電気工作物

・事業用（自家用）電気工作物

注記１ 工場など高圧、特別高圧で受電契約している構内にＰＶシステムを設置した場合、

発電規模に関係なく、事業用（自家用）電気工作物として扱う必要がある。

注記２ 事業用（自家用）電気工作物は保安規程を定めて電気主任技術者が管理する義務が

あり、附属書では保安規程における点検項目と点検頻度の一例を示した。

なお，動物（鳥など）による糞汚れ、石の落下などによるモジュール破損、太陽電池の裏側

の巣などがないように日常的に管理し、地震、台風、洪水、火災又は悪天候（大雨、強風、

大雪、雹、落雷など）の後では，システム所有者が日常点検を実施し、点検の結果、詳細な

点検が必要である場合は，定期点検要領例に記載の点検を実施することが望ましい。

注記３ システムが水没した場合や火災などで焼損した場合、日中は水などの導電体を介し

て感電のおそれがあるため、近づかないこと。水没したシステムを見つけた場合、

一般用電気工作物は販売施工業者、事業用電気工作物はシステムを管理する電気主

任技術者に速やかに連絡すること。

B.1 一般
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B. 2一般用電気工作物の定期点検要領例

一般用電気工作物は、届出等の手続きは不要だが、経済産業省令で定める技術基準に

適合させる義務がある。

表B.2-2は屋根設置システムの一般的な点検項目と点検頻度の一例を示したものである。

（地上設置は屋根設置との相違点のみ示す。）

定期点検要領例 ～ 一般用電気工作物～

12

（B. 3 事業用（自家用）の定期点検要領例は省略）

【参考】

事業用（自家用）電気工作物は、電気工作物の工事，維持及び運用に関する保安を確保する

ため、保安規程を定めて届け出る義務がある。定期点検は届け出た保安規程に従い実施する。
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点検の時期と目的
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参照：太陽光発電システム保守点検ガイドライン
付属書B

目 的推奨点検実施者点検種類と時期

発電開始後1年目を目途に，機器，部材及びシステムの初期的な不具

合を見つけ，必要な補修作業を行う。特にこの時期に，施工上の不具
合やシステムの初期不良を発見することが長期間の運転を維持するう
えで重要である。

専門技術者設置1年目点検１

発電開始後5年目を目途に，機器又は部材の劣化，破損の状況を確

認し，必要な補修作業を行う。また，機器メーカによって精密点検が設
定されている場合は別途実施すること。

専門技術者設置5年目点検２

・ 発電開始後9年目以降は4年毎を目途に，機器又は部材の劣化，
破損の状況を確認し，必要な補修作業を行う。

・ 機器又は部材の保証期間を確認し，機能の確認又は消耗部品
（メーカが指定する部品）の交換などを行う。
・ 設備更新時期の検討を行う。

専門技術者設置9年目以降の点検
（4年ごとに実施）

３

・ 発電開始後20年目以降は4年毎を目途に，機器又は部材の劣化，
破損の状況を確認し，必要な補修作業を行う。

・ 点検内容を確認し，設備更新時期の検討を行う。

専門技術者設置20年目以降の点検
（4年ごとに実施）

４

11.1に記載の一般的なサイト目視検査を行う。
※異常が認められた場合は定期点検要領例に記載の点検を点検専
門業者に依頼する。

システム所有者
又は専門技術者

日常点検
（毎月1回程度，及び地震，台風，

悪天候並びに火災，落雷などの
後）

５

日常点検は、システムの異常及び不具合を早期に発見し、安全を確保するとともに故障などを未然に防止するためのものです。
点検の結果異常があれば、製造業者など専門の技術者(配線関係は電気工事業者)に相談をしてください。
主として、工具，計測器などを用いない目視での確認となります。

システム所有者は、以下に記載する定期点検の点検周期を参考とし、発電設備の状況、環境に応じて周期
を増減すること。
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例



SOLAR WEEK 2023

19

表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例
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表 B.2-2 屋根設置のＰＶシステム（一般用電気工作物）の定期点検例

（太陽電池アレイ以下は省略）
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２．太陽光発電システムの不具合事例とその対処例
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●点検で発見された不具合事例１

○パテ埋めが未実施

パワーコンディショナ内部で
短絡し発煙

パワーコンディショナ停止

小動物がパワーコンディショ
ナ内に侵入

28
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●点検で発見された不具合事例２

・端子台取付ビスの締め付け不足

・接続端子加工ミスによる端子台
締付不良

端子台取付ビスの締付不良による焼損事故

加工不良

正常

29
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太陽電池モジュールガラス割れ

原 因：台風などの強風で飛散物が太陽電池ガラス面に当たり
ガラスが破損しています。
写真のような打痕があるケースや打痕が微小で見えない
こともあります。

拡大

●点検で発見された不具合事例３

30
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太陽電池モジュール飛散・雪害

太陽電池モジュールが飛散し枠だけ
が残っている

雪の重みで破損
点検で発覚

●点検で発見された不具合事例 4

31
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屋根ふき材の破損や架台固定金具の施工ミスにより、雨漏れが発生。屋根ふき材が

破損している場合や野地板等の腐食よる強度低下が懸念される場合には、専門業

者による補修・補強を提案する。

固定金具のコーキングの例

コーキング材

雨漏りの痕跡例

●点検で発見された不具合事例 ５
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JPEAでは、ＰＶシステムの設計・施工・
運転・保守点検等に関する初期不良や
不具合の事例とそれらの対処例につい
ての情報収集を行い、「太陽光発電シス
テムの不具合事例とその対処例」として
まとめた。

http://www.jpea.gr.jp/pdf/200331ExCo.pdf

ここでは、その一部を紹介する。
詳細は上記URLより、ダウンロー ド可

能。
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紹介例
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［参考］評価ガイドラインの活用
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【背景】
太陽光発電について、特に件数の多い小規模太陽光（10-50kW）について、長期安定発電を
支える環境が未成熟である。
（懸念点） •運用・保守が適切になされていない案件の存在

•将来的な再投資が滞るリスク
【目的】

小規模太陽光のメンテ適正化、再投資促進
【取組】

太陽光発電協会で発行された発電所の価値を評価するための「評価ガイド」の活用により、メ
ンテナンスの適正化を図り、またセカンダリー取引を促進する。

【評価ガイドの位置付】
従来のガイドライン類(①~④)は、設備を中心とした技術的なマニュアル等が中心。「評価ガイ
ド」は、土木･構造、土地･権原関係も含め、発電「事業全体を評価」して、長期安定稼動に対
するリスクを洗い出し、発電事業全体の健全化へつなげる。

計画 検討 工事 運転 廃棄

① 地上設置型太陽光発電システムの設計ガイドライン

⑤ 太陽光発電事業の評価ガイド

③ 太陽光発電保守
点検ガイドライン

② 太陽光発電システムの基礎・架台の
設計・施工のチェックリストと留意点

④ 適正処理
ガイドライン

①策定の背景・目的（経産省資料等から）

評価ガイド



SOLAR WEEK 2023

69

発電設備

土木・構造

土地・権利

【特徴】
① 利用シーンに応じたチェックリスト

項目が細かく分かれており、それを一覧にしたチェックリストがついている。
利用シーンに応じて、どの項目を評価すればよいか、例が14例も示されている。

（利用シーン： ①計画・設計時３例、②竣工時３例、③運用・保守
点検時３例、④トラブル時３例、⑤売買時2例）

② 評価のポイント、方法、手順が簡潔に示されている

③ 段階を踏んだ評価ができる
１次評価：一定の技術的知見の保有者、図書図面確認

と現地での目視確認が主体
２次評価：評価項目ごとの高い知見の保有者、現地で詳細確認が主体

評価段階

1次評価

2次評価

証拠となる図
書図面の有無
を確認

図書と現況の一
致、図面通りの
施工を確認

設計内容の確認
現地での測定等実施
専門的な現地調査

想定している評価者

主に設計・施工､保守点検
等に携わる中小企業
一定の誤術的知見の保有

評価項目ごとの高い
知見が必要。
資格が必要な場合がある。

② 評価ガイドの内容・特徴 実践的で現場で使いやすい。「教科書」というより、「ポイント要約集」
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大
分
類

中
分
類

項
番

一
次
評
価

二
次
評
価

一
次
評
価

二
次
評
価

用
例
１

用
例
２

用
例
３

用
例
１

用
例
２

用
例
３

用
例
１

用
例
２

用
例
３

用
例
１

用
例
２

用
例
３

用
例
１

用
例
２

1. 事業のための権原 57 57 38 162 130 31 130 125 31 70 64 57 162 63

1.1 発電・送電にかかる権原

1.1.1 事業計画認定の確認 図書の有無 図書と現地の一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.1.2 標識設置の確認 写真等の確認 現況の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.1.3 撤去及び処分の計画の妥当性の確認 記載内容の評価 内容の詳細評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.1.4 系統連系契約の確認 契約書の有無 稼動実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.2 事業用地の使用にかかる権原

1.2.1 確認対象および権原の有無の確認
土地の所有権・使用

権を示す図書
同左 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.2.2 使用権の保全の確認（所有地） 登記簿謄本の内容 境界の確定・確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.2.3 使用権の保全の確認（借地）
契約書・登記簿謄
本の内容

境界の確定・確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.3 事業に付帯する土地の使用にかかる権原

1.3.1 確認対象の確認
土地の所有権・使用

権を示す図書
同左 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.3.2 使用権の保全の確認（所有地） 登記簿謄本の内容 境界の確定・確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.3.3 使用権の保全の確認（借地）
契約書・登記簿謄
本の内容

境界の確定・確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.3.4 使用権の保全の確認（占用許可による土地） 図書の有無
許可条件遵守の現
地確認

○ ○ ○ ○ ○ ○

1.3.5 放流同意の確認 図書の有無
許可条件遵守の現
地確認

○ ○ ○ ○ ○ ○

２．竣工時
の評価

３．保守時
の評価

４．トラブル時
の評価

５．売買時
の評価

評価項目項
番

評価項目

評価内容
評価結果

〇：指摘なし、×：指摘あり、

△：判定不能

１．計画・設計
の評価

参考：事例ごとに評価項目が整理されたチェックリスト
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JPEAよりのご案内
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 JPEAでは太陽光発電システムに関する、設計や施工、メンテナンスなどのガイドラインを広く公開し普及をは
かっています。

 太陽光発電システムの、PV直流部に関しては、50kW以上の高圧や特別高圧と、10～50ｋW未満の一般用電
気工作物とは共通部分も多く参考にされることを推奨いたします。

 またFITの事業認定ガイドラインで、JPEAの保守点検ガイドラインが推奨されています。
 最新の公開では、NEDO事業成果として「太陽光発電システムの設計ガイドライン」が参考になります。

〇FIT 事業認定ガイドラインで推奨している保守点検ガイドライン
「 太陽光発電システム保守点検ガイドライン（JPEA/JEMA)」

2019.12.27.（改訂） http://www.jpea.gr.jp/pdf/t191227.pdf

〇「太陽光発電システムの不具合事例とその対処例」 ２０２０年3月
http://www.jpea.gr.jp/pdf/200331ExCo.pdf

〇「太陽光発電事業の評価ガイドについて」(2019年4月改訂）
http://www.jpea.gr.jp/topics/hyouka_guide.html

〇電気技術基準（JISC8955(2017）に準拠(地上設置の設計に役立つ）
「地上設置型太陽光発電システムの設計ガイドライン及び構造設計例について（２０１９年版）」

http://www.jpea.gr.jp/topics/guideline2019.html

JPEAが公開している安心・安全に関する様々な参考情報
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ご清聴ありがとうございました

太陽光発電の長期安定電源化には
メンテナンスや電源として定期保全が不可欠

多くの設置者の皆さまが、これからの
脱炭素社会での主力となる社会のエネルギーを

支える役割を担っています

一般社団法人 太陽光発電協会
http://www.jpea.gr.jp/


